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9. 研究実績の概要

プロテアーゼの基質を同定するため、その網羅的スクリーニング法としてDeirect-Protease-Substrate-Interaction(DSPI)法を考案し
、ニューロプシンの一部基質の同定に成功した。本研究ではニューロプシンおよび組織プラスミノーゲンアクティベータの新規基質の
同定を目指している。これまでニューロプシンの結合能を維持するミュータントニューロプシンの作成、および本研究課題として、や
はり結合能の維持するミュータント組織プラスミノーゲンアクティベータを作成できた。これら標識リコンビナントタンパク質を用い
、ファーウェスターン法を実施したところ、特にニューロプシンと結合する13種のタンパク質を得ることができた。これらはその一部
がすでに同定したニューレグリン１であったが、いくつかは未同定のタンパク質とコンプレックスを作っていることが明らかとなった
。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)シグナルシナプス複合体

ニューロプシン 組織プラスミノーゲンアク
ティベータ
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（2）おおむね順調に進展している。

結合能の維持するミュータント組織プラスミノーゲンアクティベータを作成できたため。これら標識リコンビナントタンパク質を用い
、ファーウェスターン法を実施したところ、特にニューロプシンと結合する13種のタンパク質を得ることができたことから、おおむね
順調である。

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策　等

プロテアーゼ基質ー酵素複合体の基質蛋白質の同定を確実に行い、同時にその生理機能を明らかにしていく。

（理由）

（使用計画）

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）
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13.研究発表（平成２６年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計( １ )件　　うち査読付論文　計( １ )件

2 0 1 4

〔学会発表〕　計（ ０ ）件　　うち招待講演　計（ ０ )件

〔図書〕　計（ １ )件

2 0 1 5

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（ ０ )件

産業財産権の名称 発明者 権利者 国内・外国の別出願年月日産業財産権の種類、番号

Synaptic Tagging and Capture (S Sagikumar, Editor)

Springer

著　者　名

Ishikawa Y and Shiosaka S

総ページ数

出　版　社

発行年書　　名

263

発　　表　　標　　題発　表　者　名

発表年月日 発　表　場　所学　会　等　名

論　　文　　標　　題
Role of neuropsin in parvalbumin immunoreactivity changes in hippocampal basket terminals of mice
reared in various environments

著　者　名
Suzuki H, Kanagawa D, Nakazawa H, Tawara-Hirata Y, Kogure Y, Shimizu-
Okabe C, Takayama C, Ishikawa Y, Shiosaka S

雑　　誌　　名

Front Cell Neurosci

査読の有無

有

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）
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